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楕採痛 賞合併症 ,翻 し,いて-カ-*

血糖が商いことが何故 さまざまな組織をtr障害をも溌こら

すかと言 うことに対 して,近年少 L-づ-琢 卜筆的な解聯摘:

なされて きている,高血糖 と結びついた合併症U)成滑と

主な も殿 と してあげ に)かている.A摘済eredueもaS控は

日華汗再圧 惜し､hu･:日日1紳 軒 .酬 町 'リ 1tlr恒 It､､:.侶 巨Lr

肢,腎などをご∴存在するとされている遷)叩 この酵素は 捌u-

この代謝糸銘がいかなる意味を持 -}ているかは現在不明

を持つ細胞は 6号ueoseの取 り込みにインス リンが不要

皮:-_i-_~~{:.高血粧 沃態 二いとこL<t)rl再訂 1/ruLLいト七･I:i-A･lJiII

に作 られ る結果亨療選民をこ叢が生 し';下水をひ き㌦うりこん

で膨化 して細胞障害をこ至ると考えられ,末的神経障害,

臼の MieTO昆meurySma の原園と考えられている Pe㌘主e-

Yも鮫の消条などぼこのためではないかと推定 されている中

紘,臨床的な効果が緒菖 きれるようにな 一つてきた.未的

神経障害に対 して伝導速度の政教 柊痛などの自覚症状

の改善など,着効 とす る報S･2-と･餐宅効梁がないとする

報ぞ湧摘三波きるせ この薬剤の轍序から)考えると糖尿病のいか

なる時運緋に投 賢一されたかによ-)て効果が興ると考えられ

ること,縮述 LたよPjにこQ)着電謝系路が正常ではいかな

る役 目と しているか不明なので慧阻害剤をこよる隼余をこ渡

るこの嘗宅謝系路の抑制がいかなる事態 を生ずるか予測で

きぬことか ら,注意深い臨床観察の1･Rでの効果判定が必

要であろう.ただ磯産 まで芦この薬剤の投 射こよって,

進行 Lた合併症が改善 Lたとす る報告はないように思わ

汁 .5.

捌ucoseと極めて似た構造 を歯 している,通常,食物を√こす

変れ,細胞内の機能に凝饗な働 きを していると考えられ

てし､立 E■1招潮汗･粒 1-r･∴ 十 ､.＼1_u-inいゞ汗し一日 ごゝ(i,/

hwoseと構造的に類似 Lていることか ら,細胞内蔓′こと

りこ護れ る折 Glucoseと競い合い阻害が起 こり予細胞

内の 鮎嘗yo-imos豆もOも欠乏が生 じて細胞障害を来す と考

えられているや この Myo-摘｡Si忠相護の欠乏は前述 した
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糖尿病の合併症と治療に関する厳虚の渡歩

ら,両者の代謝に閑適があることも明らかとなっているも

この物質の授与も臨床的に効果あり3)と効果なし,魂)の報

応で明らかにされ,現在では漫-望れ弼前の血糖調節状

況/ヽ指標.(;恒､tlh…IL~唱lot)in､l=一十日･川l:llLl:._【二L

で臨床的をこ広く応用されるをこ至っている･Lかしこの反
応言率了Ilt_､Tl･tl一再(-himi･/~十三:LLr巨l∴㌧∴∴jl蛸も‖】し.r､号丁

宅の蛋白をこ起ることが明らかとなり芦そのため蛋良の機

舵,半限期亨構造の変化を来たすことが明済Jかとなって
い7:L..伊上工rI,川.;'1､(;1.u(,や1こItit,n:rtli巨r十･Ll~t

しての性質が変化しノ声糖尿病治療剤との結合が変わって
くることや9アルブミンの血管透過性が変化することな

ど6)が報告されている早さに)に捌yeosy摘t豆のmは半限

期の養い蛋白の鳴禽(例えばU/tj息息盈監emやレンズ蛋緋 予
.汁汗!車∴十 ト､1'詔∴∴-工'守-I･.杏:!.;吊＼.:川(､什igl.u･州け･
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いる冒1.呈亀糖の澄正が臨床的な改善をもたらさないと考
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明されるかもしれ.ない.閥意は私達の威厳の一部で,

種 の々st絶好だの腎症の尿中アルブミンを単離し その

横軸をこ示す牒*アルプミソの排滑が進行するにつれて,

fⅢ＼;-_i;-;,こてバ廿･･1日_/+:_g恒･り叫:Lti川1.1号 十 :lit-u-

議息5
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たことを示唆し,(排推されない機序は不明なのだ蛸 や
少なくとも腎症の悪化の要因となっているのではないか

十t照穀∴日昌 ･ll 17州l(､車!1こ川Ii(､(､晶Wl､. 十 ㌧･,:T'
ソ依存型糖尿病の初期に G欝院 が高値であり,顔-)腎

が感光していることが明らかなっている.これらの変化
は血糖の盈正をこよって渡常化するとから血糖の変化に由

来すると思われる.高血糖が未知の物質 (成段ホルモンや

納豆C級好0m説などがあったが暫定的ときれている砕きを

1日:lTlli(I(lllL･l叫.t､十合伸一巨二_リ拙木上:い.::･.二E:.,叫甘告1こ

されているE藷蔭 の関係に関してのみに限窪して謡を進め

たいヤ㌘arvまm経絡)らぼ遊行 した糖尿病性腎症の腎機能の

低下と,尿中アルブミソの排滑の増加摘ミ血圧の厳し亮､二才

ソトロ-ル紅より腎機能低下のスピ--ドが 息,/3に落ちや

アルブミンの排翻屯低下することを認めているやこの所

見は糖尿病と腎動脈狭窄を合併して9死亡し/た症例の腎

で狭窄側が虚血性愛佃 ことどま-つたのに対し 狭窄のな

い血管の腎は糖尿病をこ特有な観梅変化を墨していたとい

う臨床病理学的事実をこ基づ(研究成果であるu最上7.血

圧の上昇が糖尿病の合併症 砂 くとも腎症)をこHkきく関

与Lていると考え琵)れるや糖尿病の合併症の出現の予防

のためをこ高血糖の恩正が意義あることであるのは広く認

められてきている.Lかし班現してしまった穫やのステ-
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糖尿病の禽併症と治療に関する最近の渡歩

を正常化できないとする威厳がなされ11),糖尿病の合

併症 (腎症)の検出法に対し 従来の検班法ではもはやヤ

ほとんど予防意義を粂しなっていることが明らかにされ

つつあるBではいかなる方法をこよってより早期をこ糖尿病

の合併症 6腎症さを検出することが~将綾であろうか.糖

尿病性腎症の進行の M汲洩erとなる戴泡尿は以下の槻

ulこ汀恒.tlrこHlli(､I)r(,輔Iln､LJl変化.､ご~･(㌔;10日1ttruhl.iL11基

虻膜ハ陰性甘心-~1喪失.｣i:l'olでSi/_し､ハ選拭什し'当1き･′11-.

糖尿病性腎症において櫛と②が初めに③は後期に加わっ

てくると考えられている量21.これらの機序を考慮し,

･L!腰-言(I1--:＼ぐidglu…Hl･いtt~Lil‥小針しい MこlrLu､r十十亡

るのではないかと抵刺した｡現在軍腎症の M払洩紺 と

して広く用いられているアルブミンは分子凝甜紡織.等

は分子農が舶且潮で予等恩赦が乱写と低いことをこ韓敬があ

り平野の陰性荷電の喪巣をより畢く検出できる殿ではな

いかと考えたからである,図 盟は夜間尿を材料払 横

軸i･ー~ー~r'rL~'こ∴'lL'r;･tあたいLT斗冊町lI.li:.縦軸;-(.lt1.へt､i(i

監且yeoproも涙mの排雅量をみたものである.アルプミV

Jl頼沸きIi杓仁借 LO.ltgmin与∵超.モ∵:,i:_,ll-:＼Llidgl.H､-

oprotllini二J冊:LEII.‖二平fjt.て増加トー工､＼∴1_土か明∴;隼

となった中増加はダル-プをつくらず一挺線をこあたかも

連続して病気が進行していくごとくであった.さらに興

味あることをこぼ予アルプミソの緋鯉巌が 且Of膵/mimの

~lU勘十二:i;l∴:-:卓､Lr1llcidを山一(.ol)rOILl､inハ川推量が

増加していた症例が認められたことである,これらの開

同様であり予腎症の早期殿換蛙匿 この物質の漸定が有効

であること示唆された.尊複写この物質の尿中排涯 が

九･lt,tこltl(11iL･Control.Jtll圧し'1是正たどにLL十そ:(Jlくt㌧し､

可逆的左LTlかを検索トニいきたいと考える.

腎症の畢期検出の煮紋はさておきゲ進行した腎症のア

･iI;∴ 排押遣.(i,tl'ti_(;Tl低下を,阻止するjj法∴紺r出:.し71

是正,低蛋毎食などの鶴有効な方法がないのが現状であ

:::I.粁卿lq-LrTl腎症しりGl.11ミ州民卜とglorTlPrultlSL.Tlhト

昆王立悶配球物質の閉塞をこ関係があるとの報告がみられる13),

私達はこれらの閉塞をこ血小板の凝教が関与していないか
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否かを検索してみた中図 3は横軸にアルブミンの排浬

甘を,縦軸に吠中 .Lトrllhromhoglohulin‖うrlr.1ハ耕

激農をみたものである.尿中アルプミソ排雅量が

1OOOIEgminを越十::凋i⊥il暑町㌧師I㌦うT(;紺･;ri町圭亨tl-_

が認められる甲これ,6:)の症例の多くは GF税が低下し

ていたが字G野鼠が低下していないものも認められ,尿

中 β-隅 緋鯉が GFRの低下のみをこ由来するのでな

いと考えられた.隼雄これらの症例をこ血小板凝集阻害例

の治療を行って亨その効果を調べていきたいと考えるゎ

最上 糖尿病の禽餅症は治療の面からみると,翫挽露哲

で鼎っており,各 St媚だ職病態を分析し菅それぞれの

別段欝eでの治療法の確鼓していくことが臨床的な課題

と考える斗
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